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教 育 目 標 
人権尊重の精神を基盤として、自ら学び、豊かな生活を
創る、心身ともにたくましい子の育成 

 
めざす児童像 

・よく学びよく考える子 
・自分も人も大切にする子 
・明るく健康でたくましい子 

絵をかいて考える ― ねばりづよくかんがえる子に  全校朝会講話から ― 
 

6 月 1 日（火）の全校朝の会での校長講話は、「ねばり強く考えよう」というテーマで、どうすればねばり強く考え

ることができるようになるかを具体的にお話ししました。 

 

その方法は、「絵をかいて考える」ということです。 

「食パンが 3 枚ありました。兄弟で仲良く分けて食べます。お兄さんの分はどれだけになるでしょうか。」 

子供たちと対話をしながら、ホワイトボードに絵をかいて答えを導きま

した。 

 

このように絵をかくと、習って

いなくても、計算の仕方を知らな

くても、考えることができます。 

正解することは必ずしも重要で

はありません。大切なのは「でき

る」ことではなくて「自ら工夫し考

えることによって、柔軟で多様な

思考回路を身に付ける」こと。だか

ら、ゆっくりじっくり絵をかいて、思考を工夫する過程が大切なのです。 

抽象化した式の立て方や計算の方法は、このような具体的思考の体験の上

に理解されます。文章を読み、具体的にイメージし、自力で絵をかいて考え

ることで、ねばり強く考える力が身に付きます。1 日 1 問で十分ですので、

自主学習でも取り組んでみましょう。 

 

良質の日本語を生で ― お話会 ブックトーク ― 

 

6 月 3 日（木）の 1 時間目に榛原本を楽しむ会から 10 名の皆さんに来てい

ただき、各学年でお話会とブックトーク（本の紹介）をしていただきました。 

初めに「お話のろうそく」を灯して雰囲気を作り、語り聞かせや絵本の読

み聞かせをしてくださると、子供たちはお話の世界に引き込まれていました。

お話を聞くとき、子供たちの脳裏には言葉から引き出された映像が広がって

いたに違いありません。これが「お話を目で聞く」ということです。「わかる

とは視覚映像が目に浮かぶこと」なのです。 

テレビや、ネット動画、ゲームの世界

で遊ぶことが多い日常の子供たちの言

語環境の中で、生で良質の日本語を耳

にする大変良い機会となりました。こ

うした体験を通じて、お話を聞くこと

の楽しさを味わってほしいと思いま

す。  

７ 月 の 行 事 予 定 

日 曜 行  事 

１ 木 
ボランティア活動 

PTA 役員総会 

２ 金 

スポーツタイム 

みんなの広場 

S ｶｳﾝｾﾗｰ来校日 

６ 火 全校朝の会 

８ 木 ミニお話会 

９ 金 スポーツタイム 

１３ 火 いのちの学習（2 年） 

１４ 水 
人権を確かめ合う日 

クラブ活動 

15・16・19 

木・金・月 
個人懇談 

１６ 金 給食最終日 

１９ 月 
授業日です 

祝日ではありません 

２０ 火 
終業式 

下校指導 

２１ 水 夏期休業開始 

２２ 木 海の日 

２３ 金 スポーツの日 

２５ 日 伊那佐地区資源回収 

３１ 土 資源回収予備日 

諸費引落しのお願い 

７月の給食費と諸費の引落し日は、

７月 28 日（水）です。口座の残高確

認をよろしくお願いいたします。 



子供の読書活動推進  ― 親子で楽しむ絵本の読み聞かせを ― 
 
ご家庭でも絵本の読み聞かせをおすすめします。お忙しいとは思いますが、1 日 10 分で結構です。図書館で借りて

きた本を「読み聞かせて」やってください。本好きの子供にするために、特に低学年のお子様には（もちろん高学年

でも）ぜひお願いします。 

親に絵本を読み聞かせてもらって共に過ごす時間は、子供にとって楽しみそのものです。子供たちは絵本が大好き

になり、親と共に過ごす読み聞かせの時間が大好きになるでしょう。子供は親の温もりを感じ、想像力と言葉の力を

豊かにするでしょう。結果的に「情緒が安定する」「想像力が育まれる」「想像力と

言葉が結びつく」などの恵みをたくさんもたらしてくれます。そして、これらの恵

みが、学力の基礎になっていくのです。何より、絵本を読み聞かせながら一緒に過

ごす時間の積み重ねが、子供たちにも親にもかけがえのない大切なものになるでし

ょう。 

どのような本が良いかは、学校図書館にご相談ください。宇陀市立図書館でも相

談に乗ってくれます。また、「福音館書店 絵本の選びかたガイド」で検索すると、

絵本の読み聞かせに関する基礎知識を得ることができますので参考にしてみてく

ださい。 

 

体を動かそう ― スポーツ集会 ― 

 

毎週金曜日、朝タイムに運動場でスポーツ集会を行っています。最初

にラジオ体操をした後、子供たちが興味をもつ動きを取り入れたゲー

ムを行います。運動委員会がお手本を見せてゲームの説明をしてから、

縦割り班に別れてゲームをし、記録を付けます。 

週 1 回のスポーツタイムをきっかけに、体を動かすことの楽しさを

味わい、外遊びを通じて体力作りができるように取組を進めています。 

 

災害から大切な命を守る ― 避難訓練（6 月 21 日） ― 

 

6 月 21 日（月）に地震を想定した避難訓練と保護者への引き渡し訓練を実施しました。 

学校には緊急地震速報を校舎全体に流す装置があり、震度 4 以上の地震が来る場合には自動的に放送が流れます。

この装置の訓練用の放送を使って避難訓練を始めました。各教室では授業を中止して安全確保をし、地震が収まって

から「お・は・し・も」の約束を守って運動場に避難し、全員の無事を確認しました。その後、体育館の安全を確認

して、体育館に移動し、分団別に並んでお迎えに来た保護者（想定）に引き渡す訓練をしました。 

 

最後に、こんな話をして訓練を終えました。 

地震や火事で避難するときに一番大切なのは、運動場の「ひなんばしょ」と書いた看板のところに集まって、全員

が無事に避難できたかどうかを確かめることです。なぜなら、皆さん一人一人は榛原西小学校の大切な子供だからで

す。だから、もし地震や火事が本当に起こったとしても、一人も命を落としたりけがをしたりすることがあってはな

りません。一人残らず命を守るためには、少しでも早く避難場所に集ま

って皆さんと先生方が全員無事なことを確かめなければならないので

す。一人でもいないときには捜しに行かなければならないからです。今

日は避難開始の放送から全

員無事の確認をするまで 3

分 10 秒かかりました。これ

をさらに短くするためには

一人一人がどのような行動

をすればいいかを、この後、

教室に戻って振り返ってみ

てください。今日は、大切な

自分の命、みんなの命を守

る訓練をしました。 

うだし電子図書館を使おう 

 

7 月 1 日にうだし電子図書館がオープ

ンします。図書館に行かなくてもインタ

ーネットで利用でき、パソコンやタブレ

ットを使って本を読むことができます。 

利用には「市立図書館利用カード」の

ID が必要です。 

この制度をうまく使って、子供たちが

図書館を気軽に使えるように、考えてい

きます。 


